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『会長就任にあたり』~~感謝･信頼そして奉仕~~ 

会 長  十 亀 興 美 
 光栄にも伝統ある西条ライオンズクラブの第45代会長を拝命いたし 
ました。「手をあわす感謝の心でウィ･サーブ」をスローガンとさせてい 
ただき、L.安藤憲正幹事を始め執行部役員と心ひとつにこの1年間、ライ 
オンズの使命に力を尽くしてまいりたいと存じます。どうかメンバー各 
位のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 今年度は当クラブ結成 45 周年の記念す
べき年にあたりますために実行委員会を組織して記念行事等を行うこととしておりますが、先ず

は各委員会活動を重視し、式年を意識しての事業をお願いしております。 
スローガンの本意はこの近年、自然界も人間界も災害や人心荒廃が憂慮され、特に昨年の相次

ぐ台風や地震に、自然の大切さを思い知らされ、天地自然の恩恵によってこそ生かされて生きる

ことに感謝する心、人と人とが信頼し認めあう心、そして助けあう心、家族の絆、家庭こそ国づ

くり・人づくりの根幹、子供達の健全育成の要諦、更には企業の発展も損か得かだけではなく、

これからは本物志向の時代、互いの信頼と心の底からありがとうの心が栄え行く道と確信いたし

ております。 そしてライオニズムの高揚もまた然りかと思い、新会員の増強と楽しく意義深い

例会にて内なる和と信頼を培い、友愛の心をもって発信し、ライオンズの使命のため皆様と共に

奉仕させていただきましょう。どうかよろしくお願いいたします。         合掌                           

 
「早く実を付け・・・」 

                            幹 事  安 藤 憲 正 
 ２０才の頃、沖縄・摩文仁の丘の「平和の礎」を訪れた時だ。この地に、大勢の戦没者がねむ

っていると思うと自然に手と手が合わさり頭を下げたのだが、まわりの友人達に気付き、ちょっと

恥ずかしくなり、すぐに手が離れてしまったことを思い出す。「両の手のひらを合わせる」この古

来からのしぐさには、祈る・拝む・誓う・感謝する・気を静める・等さまざまな意味が込められて

いると思う。本年度の十亀会長スローガン『手をあわす感謝の心でウィサーブ』を私なりに解釈す

ると「自分の心の内を見つめ直し、改めて人と相対する。」ではないだろうかと思う。 
 さて、昨年我が家の庭にサクランボが仲間入りをした。サクランボは、つがいでなければ実を付

けないと聞いたので、２本を３ｍ程離して植えた。サルカニ合戦のカニの様に「早く実を付け、サ

クランボ」と水やりを続けているので、早晩実を付けるだろうと楽しみにしている。私もこのサク

ランボのつがいの様に、ほどよい距離を保ちつつ、やがて実を付けられる様に会長のアシストがで

きればと思っている。先輩幹事の皆様方、私にせっせと水遣りを御願いします。 

 
「 会 員 増 強 」 

                                                     会 計  寺 田 了 三 
本年度は、会員も減少しクラブ会計も大変厳しくなって来ました。会計の立場からも、健全な 
クラブ財政の維持にも会員維持・増強が急務と考えています、皆様のご協力をお願いします。 
当期より3年間をかけて視力ファーストキャンペーンⅡを世界規模で実施します、会員一人年 
120ドル献金をお願いします。一年間ご協力をお願いします。 



「 夏 の 家 族 会 」 
出席・計画委員長 花山 志郎 

 去る 7月 31日（日）夏の家族例会が開催されました。当日の降水確率は 60％、何とかお昼からはと、
神頼みでした。 午後1時半頃から執行部始め各委員会があつまりカンカン照りでもなく家族会日和にな
り、さすが十亀興美会長の御祈祷のおかげです。今年の家族会は、「手をあわす感謝の心でウィサーブ」の

スローガンのもと会長方針のひとつ「自然をいたわる家族の絆」を取り入れた家族会という事になり、参

加型の家族会になりました。 
 環境保全保健福祉委員会の何でもありの素晴らしいバーベキュー・YE国際協調のそうめん流し・PR広
報の生ビール飲み放題・色とりどりのカキ氷・子供達が喜んだ会員委員会のスイカ割り、そして青少年指

導のゲーム各種（子供達つきっきりでしたね）出席計画委員会の本場インドのカレー（リヴァティーさん

仕込み）執行部の本格的な牛肉の丸焼き、どれを取ってみても職人肌でビックリのブースだったと思いま

す。参加者も120名と大盛況でした。アトラクションも手作りと言うことで安来節プロ級の徳増Lそして
野田L・寺尾L・森實L／國田Lはまり役の守山Lこれが特に子供達に大うけだった様です。「私も僕も
将来西条ライオンズクラブに大人になったら入会するぞ」と言ったか言わなかったか？ 
 残念な事が1つだけあります。委員会としては、各メンバーの御家族の紹介を是非したかったのですが、
又の機会と言うことで楽しみにしましょう。 
最後になりましたが石鎚神社の高橋さん初め諸方面の方々に様々な物をお借りし、又お手伝い頂きまし

た事改めて深くお礼申し上げます。西条ライオンズクラブは、やる時はやる！素晴らしいクラブだと思い

ます。 冬の家族会乞う御期待！ 

 石鎚神社本殿で厳かに例会   テントの下でビールを一杯     肉の串焼きもプロ級！  

  カニがいっぱい        安来節メンバーが勢ぞろい    ソーメン流しに舌づつみ 
 
 
 
 
 
 
  全員でまた会う日まで     息ピッタリの安来節 

 
夏
の
そ
ら 

 

ら
い
お
ん
ず 

 
 

た
の
し
か
っ
た
な 

 
 
 
 
 

ひ
な
た
４
才



環境保全・保健福祉委員会報告 

交通安全ロードサインの修繕及び完成式 

                                   環境保全・保健福祉委員会 
                                   委員長  塩崎 己年夫 

１９８７年、国道194号線に設置致しました交通安全広告塔が昨年の台風や、長い年月が 
経って破損しましたので、改修を致しました。 

    7月8日12時30分より委員会メンバー及び執行部で完成式を行いました。 
    西条から高知へ抜ける国道194号線は、未だ台風の爪痕が多く残っております。 

現在あちこちで台風災害の改修工事が行われている状況の中、一刻も早く改修をと思い完成式 
を迎えることが出来ました。ドライバーの安全を祈願し、委員会今年度第一回目の奉仕活動を 
終了致しました。又、あわせて 1983年 産業道路中央分離帯に設置致しました交通安全広告 
塔も修繕致しました。 

    参考に１９４号線の1日車の通行台数     4,441台 
                  1ヵ月   “     13,323台 
                        1年間   “     159,876台 

                     国道ですが愛媛県が管理しています。 
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発行者 会 長  十亀興美 

    幹 事  安藤憲正 

PR･広報委員長  瀬川大秀 

編集委員  日吉洋二・内田 伸 

      越智英明・杉原善行・寺尾信司 

例会日 第１･第３火曜日  

例会場 黒猫レストラン 

印 刷 西条ライオンズクラブ事務局 

【編集後記】 
委員一同、新たな気分で「みんなで作る会報誌」をテーマに、手作り会報誌の発行に取り組みた

く思います。サイズをＡ４に、表紙は十亀会長に「西条」と書いていただきました。皆様に原稿を

御願いいたしますので、その節には御協力、よろしく御願いいたします。        瀬川 

[ガバナー公式訪問] 開催日：２００５年７月１６日 於～今治国際ホテル 
 会員委員長から「会員純増員１名」が述べられたが、会員増強には魅力あるクラブ作りの方法

をさぐるのが先決との意見がでた。 
[第１回４Ｚ会議] 開催日：２００５年７月２１日 於～黒猫レストラン 
 ①ガバナーズスローガン ②例会訪問 ③ＣＳＦⅡ  ④平和ポスターコンテスト  
⑤ガバナー諮問委員会時間帯 ⑥４Ｚ合同アクト（会合）⑦４Ｚ内のローテーション   
以上について報告並びに審議が行われた。 


